
 

AI を活用したデマンド型乗合バスの実
証運行がついに実現！ 

「AI運行バス」とは、乗りたいときに行きたい場

所まで、自由に移動できるオンデマンド型公共交通シ

ステムです。AI（人工知能）を使い、リアルタイムに

発生する「乗降リクエスト」から、最適な乗り合わせ

を判断し、「車両配車＋運行の指示」を行うことによ

り、利用者にとって効率的な移動を実現します。 

 

 

 

高齢者のおでかけを全力サポート 

乗りたいときに、乗りたい場所で、 

誰でも簡単に乗車予約。 
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利用者の移動に必要な乗降ポイント間のみを走行する

ため効率的な運行が期待されます。利用者の有無にか

かわらず定時・定路線を走るバスなどに比べ、利用の

ない区間の走行が不要になるため走行距離や運行時間

の効率化も見込めます。 

毎年、市内で自転車事故が多発しています 

 

 

 

市民生活委員会で議案外質問 
 

固定資産税の納税通知書に空き家に関する様々な情報を同封した

り、空き家を利用して転入してくる方に助成金制度を用意したり、危

険な空き家を取り壊す費用を借り入れた場合に利子補給する制度を作

ったり、空き家についての情報サイトを開設したりして成果を上げて

きた山形県酒田市の例をもとに、さいたま市でも 10年後に想定され

ている人口減少に備えた空き家の積極的活用を検討すべきである等の

提案を行いました。 

 

平成 31年には市内で自転車による交通事故は 1067件も発生しています。原因は、自転車の急な進路

変更、一時不停止、横断歩道での歩行者との接触などです。そこで自転車は歩行者ではなく車両             

  であることを通行の現場で具体的な形で啓発すべきであると提案しました。 

さいたま市議会  令和 2年 2月定例会（2/4～3/19）報告 

 
「空き家の適正管理と活用」 「自転車事故の防止」 を訴える 
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